
【はじめに】EDTA依存性の血小板凝集や血小板衛星現象
は、自動血球計数装置で血小板数が偽低値を示す原因とし

て知られている。今回、我々は、EDTA依存性の血小板凝
集と血小板衛星現象に加え、好中球と単球による血小板貪

食像を認めた極めて稀な症例を経験したので報告する。

【症例】60歳代、男性。前医での超音波検査と膀胱鏡で膀
胱結石を指摘され、粉石手術のため当院を紹介受診した。

【検査所見】自動血球計数装置で EDTA加血の血算を測定
した結果、RBC 466万/µL、Hb 15.0 g/dL、Ht 44.7%、WBC 
6,090/µL、PLT 25.0万/µLであり、血小板凝集を示唆するメ
ッセージは表示されなかった。血液塗抹標本を鏡検したと

ころ、好中球の約 50%、単球の約 5%で血小板貪食像がみ
られた。明らかな血小板凝集は認められなかったが、好中

球の周囲に複数の血小板が付着した血小板衛星現象がみら

れた。6時間後に血算を再測定すると、PLT 13.5万/µLに低
下し、血小板凝集を示唆するメッセージも表示された。凝

固線溶検査に用いたクエン酸加血では PLT 23.4万/µLであ
った。EDTA加血の塗抹標本を作成し直すと、6時間前と

比較して血小板の貪食細胞比率に明らかな変化はなかった

が、血小板凝集がみられ、好中球の周囲に血小板がロゼッ

トを形成し、血小板衛星現象もより明らかとなった。クエ

ン酸加血の塗抹標本では血小板凝集・血小板衛星現象・血

小板貪食像のいずれも認められなかった。【考察】既報に

よると、血小板貪食像を認めた患者の EDTA加血から得ら
れた乏血小板血漿を健常者の全血に添加すると、時間依存

性に好中球による血小板貪食像がみられるようになり、他

の抗凝固剤から得られた乏血小板血漿では貪食像がみられ

ないことから、血小板貪食は EDTA依存性とされる。今回、
既報のような健常者血との混合試験は行っていないが、

我々が経験した症例もクエン酸加血の塗抹標本では血小板

凝集・血小板衛星現象・血小板貪食像のいずれも認められ

なかったことから、既報と同様に EDTA依存性の血小板貪
食と考えられた。【結語】末梢血塗抹標本で EDTA依存性
の血小板凝集と血小板衛星現象に加え、好中球と単球によ

る血小板貪食像を認めた極めて稀な症例を経験した。
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